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月じょいんと通信
股関節の痛みにお悩みの方へ 12

★第１０回 SKJRCセミナーを開催しました★

湘南鎌倉人工関節センターでは、年に1度、整形外科の医師向けにセミナーと呼ばれる講演会
を行っております。人工股関節手術を熟知されてる医師が講師となり、”人工股関節手術をこれ
から始めたい“、もしくは”もっと極めていきたい“と考えている医師向けに、
二日間に渡り講義を行いました。今年は長野や沖縄から延べ28名の方
にご参加をいただき、質疑応答など大変盛り上がりました。
またこの間、お二人の患者さんにご協力をいただき、
当院手術の様子をリアルタイムでネット配信いたしました。
お二人とも術後5日目に予定通り退院されました。
ご協力いただきました患者様、またご家族の方、心より感謝申し上げます。

▼2025年11月手術件数
(単位：件)

人工股関節置換術  :  ５０
人工股関節再置換術： ０
                  その他：  ０

▼ 12月外来休診日
12/30(火)

口の中には、たくさんの細菌(虫歯菌や歯周病菌も)が住んでおり、格好の住処となっ
ています。口腔ケアを怠ると、細菌数がどんどん増え、外科手術の際に悪さを起こすこ
とがあります。全身麻酔で手術を行う際、口腔内の細菌は唾液とともに飲み込んでしま
うため、手術した部位などに感染してしまいやすく、そのために治癒が遅れてしまう可
能性もあります。
歯のぐらつきも、外科手術を行う際に治療を受けておかないと、

手術のときに歯が折れてしまう危険性があります。全身麻酔で外科手術を行う際には人
工呼吸を行う必要があり、口から喉の奥にある気管へ直径1ｃｍ程度の管を通して、酸素
や麻酔の通り道を開いておきます。これを気管内挿管といい、喉の奥を見る器具を使っ
て気管へチューブを入れますが、その際に歯が折れたり欠けたりする事があります。特
にもともと前歯がぐらついていると、歯が折れる危険が高くなります。
では、外科手術の前の歯科治療では、どんな治療をすればいいのでしょうか。

まずは診察です。そして、虫歯などがあれば応急処置を行います。
ぐらついた歯があれば、歯の固定を行うか抜歯をします。気管内挿管のとき歯を保護す
るためのマウスピースを作る場合もあります。
また、歯石取り、クリーニングによって口腔内の清掃を徹底します。口腔内の歯垢を除
去し、細菌の数を減らすことで、手術時の感染や誤嚥性肺炎を防ぐことができます。
手術前には、歯科治療をしっかり受けておきましょう。
さらに手術後も、口腔内の清掃が保てるように歯科受診を継続しましょう。

参照：神奈川県歯科医師会ホームページ

「外科手術の前には、虫歯の治療が必要」って、どうして？？

▼ 発行元：
湘南鎌倉人工関節センター

〒247-0061
神奈川県鎌倉市台5-4-17
電話：0467-47-2377
FAX : 0467-47-2370

▼2004年開院より、
累計の手術件数は

約13,700例となりました。

2025年11月末時点
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